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中旬～ 8 月中旬開講：22 日間）。授業の計画（指導案作成），実践，評価を行うことにより「実践
的指導力」を身につけることを目的としている。
「模擬授業」の流れ：①指導者から，指導案（本時の展開）作成説明。②指導案作成資料（教科書）
















3．受験科目（指導案と模擬授業）がどの程度できたか。：① 30％未満　② 30％以上～ 50％未満
　③ 50％以上～ 70％未満　④ 70％以上～ 90％未満　⑤ 90％以上の 5 項目のうち，1 つを選択。
4．「教員採用試験」の受験勉強を始めた時期：①入学前　②大学 1 年前期　③大学 1 年後期　④大
学 2 年前期　⑤大学 2 年後期　⑥大学 3 年前期　⑦大学 3 年後期　⑧大学 4 年前期　⑨専攻科の
9 項目のうち，1 つを選択。
5．「教員採用試験」2 次試験結果の合否について：合格か不合格で回答させた。
6．授業者としての「模擬授業」実践の回数：① 20 回未満　② 20 回以上～ 40 回未満　③ 40 回以





















非常に当てはまる」の 5 件法で評定させた。項目①～⑱は，設問 9 と同じ。
11．「模擬授業」の「授業者」となることで，以下の項目をどの程度学ぶことができたか。：「1．まっ
たく学ばなかった～ 5．非常に学んだ」の 5 件法で評定させた。項目は①～⑱は，設問 9 と同じ。
12．「模擬授業」の「児童役」となることで，以下の項目をどの程度学ぶことが出来たか。：「1．まっ
たく学ばなかった～ 5．非常に学んだ」の 5 件法で評定させた。項目①～⑱は，設問 9 と同じ。
13．「模擬授業」の「観察者」となることで，以下の項目をどの程度学ぶことが出来たか。：「1．まっ
たく学ばなかった～ 5．非常に学んだ」の 5 件法で評定させた。項目①～⑱は，設問 9 と同じ。
14．模擬授業講座で資質・能力（授業力）を身につけるために工夫したことは何か。：「1．まった



























  ⑮ 発問を工夫する .79 .75
  ⑪ 学習のねらいを明確に示し、学習に見通しをもたせる .69 .57
  ⑯ わかりやすい説明をする .66 .51
  ③ 児童に興味・関心をもたせる授業を構成する .42 .30
  ⑦ 児童の反応や変容に気づき、授業に生かす .37 .45
  ⑭ 教材・教具を効果的に活用する .86 .78
  ⑱ 授業のまとめを工夫する .68 .53
  ① 学習のねらいをすべての児童に達成させようとする .43 .39
  ⑧ 学習意欲を高めることを意識して言葉かけをする .42 .43
  ⑰ 効果的な板書をする .33 .30
  ⑤ 児童一人一人に気を配り、言葉かけをする .97 .97
  ⑥ 児童の発言や行動を共感的に受け止める .55 .48
  ④ 明るく前向きに児童に接する .50 .33
  ⑬ 児童の主体的な学習を促す工夫を行う .71 .61
  ⑫ 個に応じた指導を行う .65 .60
  ② 教材研究を行って授業に臨む .56 .35
因子寄与 2.50 2.34 1.90 1.69
信頼性（α） .79 .75 .73 .71
















1  効果的な授業の工夫 4.02（0.65） 3.95（0.72）
2  基本的な指導技術 3.35（0.68） 3.45（0.72）
3  児童への接し方 4.18（0.66） 4.57（0.46）
4  授業の構え 3.80（0.74） 3.55（0.85）
注 1）カッコ内の数字は標準偏差値
その結果，学習前後の自己評価と 4 因子に交互作用がみられた（F（3,114）＝ 7.64，p ＜ .01）。
交互作用が有意であったことから，単純主効果の検定を行った。その結果，学習前では「第 2 因
子：基本的な指導技術」と比べて，「第 1 因子：効果的な授業の工夫」「第 3 因子：児童への接し方」
「第 4 因子：授業の構え」の期待値が高い（F（3,114）＝ 17.16，p ＜ .01）。受講後は，「第 3 因子：
児童への接し方」が，「第 1 因子：効果的な授業の工夫」「第 2 因子：基本的な指導技術」「第 4 因子：
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授業の構え」に比べて高い（F（3,114）＝ 33.89，p ＜ .01）。「第 1 因子：効果的な授業の工夫」は，
「第 2 因子：基本的な指導技術」「第 4 因子：授業の構え」より高い（F（3,114）＝ 33.89，p ＜ .01）。
次に，学習前と学習後に差があるかどうかを分析した。「第 3 因子：児童への接し方」では，学
習前と学習後に差があり（F（1,38）＝ 11.22，p ＜ .01），身につけたいという期待よりも身につ
いたという評価の方が高かった。同様に「第 4 因子：授業の構え」でも学習前と学習後に差があっ






表 3 と図 2 に示している通り，「授業者」として「学んだ」と自己評価する資質能力項目は，18 項
目中 11 項目において平均値 4 以上で習得認知度が高く，「児童役」として「学んだ」と自己評価す
る資質能力は，18 項目中 10 項目において平均値 4 以上で習得認知度が高く，また，「観察者」と
して「学んだ」と自己評価する資質能力は 18 項目中 11 項目であり，習得認知度が高い。
さらに，それぞれ 3 つの立場である「授業者」「児童役」「観察者」について，18 項目それぞれ
独立に一要因の分散分析を行った。その結果，①②④⑭⑯⑰の 6 項目で有意差がみられたため，こ





  ① 学習のねらいをすべての児童に達成させようとする。 4.08（0.66） 3.31（0.92） 3.72（0.83） 13.00 ** 授＝観＞児
  ② 教材研究を行って授業に臨む。 4.46（0.82） 3.33（1.03） 3.69（1.06） 23.78 ** 授＞児＝観
  ③ 児童に興味・関心を持たせる授業を構成する。 4.36（0.74） 4.38（0.75） 4.18（0.91） n.s.
  ④ 明るく前向きに児童に接する。 4.69（0.57） 4.26（0.88） 4.31（0.83） 5.96 ** 授＞児＝観
  ⑤ 児童一人一人に気を配り、言葉かけをする。 4.28（0.76） 4.33（0.84） 4.23（1.01） n.s.
  ⑥ 児童の発言や行動を共感的に受け止める。 4.54（0.76） 4.38（0.78） 4.26（0.99） n.s.
  ⑦ 児童の反応や変容に気づき、授業に生かす。 3.92（0.93） 4.05（0.86） 4.03（1.04） n.s.
  ⑧ 学習意欲を高めることを意識して言葉かけをする。 3.97（0.78） 3.95（0.89） 3.82（0.76） n.s.
  ⑨ 基本的な学習ルールを定着させる。 4.21（1.01） 4.03（0.93） 4.05（0.92） n.s.
  ⑩ 的確な指示を出して集団を動かす。 3.72（0.94） 3.79（1.01） 3.92（1.04） n.s.
  ⑪ 学習のねらいを明確に示し、学習に見通しをもたせる。 4.21（0.73） 4.15（1.07） 4.08（0.93） n.s.
  ⑫ 個に応じた指導を行う。 3.49（1.14） 3.74（0.99） 3.82（1.14） n.s.
  ⑬ 児童の主体的な学習を促す工夫を行う。 3.67（0.98） 3.62（0.99） 3.74（1.04） n.s.
  ⑭ 教材・教具を効果的に活用する。 3.54（1.12） 3.85（0.96） 4.03（0.90） 5.10 * 観＞授
  ⑮ 発問を工夫する。 4.62（0.49） 4.62（0.54） 4.41（0.68） n.s.
  ⑯ わかりやすい説明をする。 4.13（0.80） 4.44（0.60） 4.31（0.73） 3.64 * 児＞授
  ⑰ 効果的な板書をする。 4.05（0.94） 4.46（0.79） 4.44（0.64） 6.05 ** 児＝観＞授
  ⑱ 授業のまとめを工夫する。 3.18（1.12） 3.15（1.11） 3.23（1.16） n.s.
注 1）カッコ内の数字は標準偏差値

















まらない」という回答が多かった（「当てはまる」回答者は 10.3％，χ2 ＝ 24.64，p ＜ .01）。⑤
以外の 8 項目では「当てはまる」という回答が多かった。
工夫したことを順位で示すと，1 位は 79.5％（χ2 ＝ 13.56，p ＜ .01）が「当てはまる」で，工
夫項目は「①友達と指導案を考え合う」と「⑥児童役に自分の授業の感想を聞く」であった。2 位は，
74.4％（χ2 ＝ 9.26，p ＜ .01）が「当てはまる」で，工夫項目は「④同じ教材の指導案について文献・












つけなかった者との間をχ2 検定した。その結果，「③模擬授業試験の流れが分かった」（χ2 ＝ 9.26，
p ＜ .01）と「⑤先生方に励ましてもらった」（χ2 ＝ 9.26，p ＜ .01）が多かった。
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